
6 ものづくりに役立つ光・レーザ一応用技術の開発
..-Wtli品四認忠窃硲

ii国
ll 凰 ,_, ...__ •-~電気電子システムプログラム准教授

加来昌典

II図
r~ 

ひとこと
大学は社会に出るた欧D準備期間です．後悔しないよう
に自分自身で将来を見据えて進路を決めて下さい．
工学部では技術者・研究者として社会に出て活躍できる
人材育成を行います．

研究内容
①短波畏光を用いた材料の表面改質

► 基板材料表面の親水化 ：① -1 
► 有機汚損の光洗浄 ：① -2 
②短波題光源の輝発と応用
► レーサー生成プフズマ (LPP)光源の開発：②-1 
► LPP光源を応用した表面分析装置の開発：②-2 ~

 
重

／
 盲

謳

II ー
l
-

~ 
① -1有機材料の表面［滴下した水滴の様子
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② -1レーザー生成プラズマ光源
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① -2光による非接触な有機汚損の光洗浄

6 光と熱を制御して萬効率なエネルギー変換システムを創る
2 蹂ヰ心唸硲
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A1;;;; 巳［レロ~A―言言二学こ
を通じて、工学部で得尼田識がどのように実践で活かされるかを学ぶ

ことができます。

► 企業や研究機関との共同研究を積極的に行っており、実用を視野
に入れた実践的なものづくりスキルが身に付きます。

出身：福岡県北九州市
湯l趣味：車，バイク（内燃機関で動くもの）
講義：電磁気学III,光エレクトロニクス，等
専門：レーザー工学

② -2表面分析装置

,.,Jy'.... 芦活は自分の成長のために多くの時間を使える最後
のチャンスです。研究活動は大学の醍醐味なので、最先端
の研究を通じて視野を広げ、一緒に世界と戦いましょう！

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► スマートフォンなどの電子デバイスの製造（ものづくり）に役立つ光・
レーザー応用技術の開発を行っています．

① -1 : 回路基板は積層し製造されるため，他材料との密着性が
重要となるが，親水化させることで密着性の改善ができる．

① -2 : デバイス製造時に材料表面の汚損が問題となっているが，
光を使うことで非接触で表面洗浄をすることができる．

② -1,2: 光子工ネルギーにより物質表面の化学結合を分解する
ことで，表面の汚損状態などを非接触で分析ができる．

► 日々の実験や学会発表等の研究活動を通して，専門知識はもとよ
り，論理的思考，他の人との協同，プレゼンテーション能力，文書

作成能力を身につけることができます．

研究内容
用途拡大のための次世代太陽電池の開発
世界初•最高効率の太陽電池コンセフ゜ド考案し、設計、試作、性能

閂~~~温悶:±地の両立（下図左） - ~ りr,;ーで …岨・――園 し帽； 吋：
②曲面形状に成形、柔軟伸縮性の付与（下図右）
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③限られた設譴面積で発電星を最大化 .... .i 匹
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農業などと土地を両立するための
透明太陽電池

自動車ボディなどの曲面に搭戦するた欧D
太陽電池
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新しい太陽電池コンセプトを開発するために、構造解析、伝熱解析、光学解析
をはじめ、電気工学や情報工学など様々 な分野の知識と技術を使います。

6 抜群の機能性を持つ新しいエネルギー変換材料の開発

~ 翡：二塁：ラ宮竺:授
竺~ii口言言:~~~ 鱈；排熱の有効活用のための熱電変換システムの開発（熱エネルギー）
► 高効率な新規熱電変換材料の開発とデバイ刃芯用
独自の材料開発技術を用いて、排熱を効率良く回収する新しい熱電

変換材料を開発し、デバイ刃芯用を目指す。
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最高性能値を有する熱電材料

&ii 
熱電変換デバイスの評価実験

抜群の機能性材料の開発

► 高効率太陽光発電材料
再生可能エネルギーの代表格である太陽電池のさらなる高効率化のた
めの材料開発を行っている。

► 高感度放射線検出センサー材料の開発
短時間で高感度な放射線検材料を開発する事で、レンビわ備憬多時に
おける患者の負担軽減や福島第一原発廃炉の迅速化を目指す。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 日本における年間の未利用排熱だけでも、原子力発竜所数十基分
の発電量に相当します。この熱エネルギーを効率良く活用する事で

カーボンニュートラルの実現に役立ちます。

► 再生可能エネルギーについて基礎から学び、研究を通して「モノづくり
の本質」を経験できます。また、多くの海外研究機関との共同研究を

通した様々な体験（語学や文化など）を提供し、国際的な視野の
育成に貢献します。
柑外桓関―

● ユク大学
● 米再生可能エヰルギー酬究所
● カリフ,t-Jj,ニア'k~A-?1,,ー
• 'J97],7州立*"
・シドニー大学
• ,f:., ベリアル・カレッジ・ u1/ドン
● 洒江大字事

m内謙1111
● 京響大
● 九州大学
● 九州 :~•
● 東~K字大学
● 立幽鯖大学
● 甲冑大学

・トヨクn動車さ

竺冨 響ー：
国際色豊かな共同研究を通した研究開発と教育活動

学生主体の研究活動を重視

宮崎から世界へ成果を発信する

6 太陽光を駆動力とする水素製造デバイスの開発
ニ担謀つば俎寄烙
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まだ誰も知らない材料や仕組みを見つけるのは、ちょっと
した知的な冒険です。うまくいかないこともあるけれど、
自分の頭で考えながら手を動かすことで、新しい世界が
見えてきます。一緒にその冒険に出かけてみませんか？

研究内容
半導体材料を用いた光電気化学的水分解によるグリーン水素製造

► 太陽光を利用して水を分解し水素を生成する半導体材料の開発
► 半導体材料の界面制御による太陽光エネルギー変換効率の向上

新規電極触媒の機能設計と特性評価

► ナノ構造の制御や表面修飾、さらに多元素触媒の導入などの手法を
駆使して、反応効率の高い触媒を開発

► 触媒反応における電子移動速度を最大化する触媒構造の探求
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光電気化学水分解による水素製造 ナノ粒子型の水素生成用電極触媒

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 太陽光や電気を活用して水から水素を製造するクリーンで持続可能
なエネルギー技術の確立を目指しています。この研究は、材料科学、

半導体工学、電子工学、電気化学、触媒化学といった複数の分野
が交差・融合する先端的な研究領域です。

► 材料の設計・合成・評価に加え、電極設計や反応機構解析に関す
る幅広い実験・解析スキルを習得することができます。これらの専門知

識を実践的に学ぶことで、将来的にエネルギー、環境、材料分野など

の多様なキャリアパスにおいて大いに役立ちます。
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半導体と電極触媒によるグリーン水素製造システムと材料作製プロセスの概要
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